＜「過ぎてしまえば一番幸せ」期：「クタクタでもワッハッハ」編－１＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象（時間）：3～6歳児の親（100分程度）

【ねらい】子どもの気持ちを受けとめる親の役割の大きさについて考える。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，模造紙，付箋（３色），フェルトペン（裏写りのしないもの）
	時　間
	アクティビティの展開例
	留　　意　　点
	備　考

	:
	○名札付け（来た順に）
	○全員が名札をつける。（ニックネーム可）
	※スケジュールを板書しておく。
・机は講義形式

	：
（５分）
	○ファシリテーター（学習支援者）
自己紹介，主旨・ルールなどの説明
	○和やかな雰囲気づくりに配慮する。

○写真を撮る場合は，予め了解を取る。（肖像権）
	

	：
（15分）
	アイスブレイク（雰囲気づくり）
「鬼なしフルーツバスケット」
①椅子を円形に並べて参加者は着席する。
②ファシリテーター（学習支援者）が中央
に立ち参加者に共通するような条件を言い，当てはまる人は席を移動してもらう。

（隣同士の移動は×。当てはまらない場合
は座ったまま動かない。）
③何回か繰り返し，場の雰囲気が和んだら
５，６人のグループにする。
④「名前と好きな食べ物」で自己紹介する。
	○初対面の人同士の場合，自由に意見を出し
合うためのウォーミングアップとする。
※共通するような条件の例（「子どもは一人」
「○○したことがある」「○○が好き」など，

できるだけ楽しいものにする。）
→この間に，ワークシートを配る。
	・机を撤去

・グループ数に応じて，机を配置

	：
（５分）
	○タイトル，ねらいを読む。

＜エピソードを読みましょう＞
○まず各自で黙読する。
○次に参加者が音読する。
	○場の情景を思い浮かべ読み込む。
	

	：
（20分）
	＜考えましょう＞
○設問に記入後，グループで話し合う。（15分）

○話し合ったことを紹介する。（５分）
	○三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，秘密の保守），ただし，言いたくないことは話さなくてもよい。（パス有り）

○同じような経験をしたことがないか振り返り，自分の生活と照らし合わせながら考える。
○エピソードに沿って話し合う。

○どんなことを話したか表する。「感じたこと」「このような状況になった理由」「どのような対応をするか」の全ての発表でも良いし，焦点を絞っても良い。
	

	：
（30分）
	 eq \o\ad(＜考えましょう，出し合いましょう＞,　　　　　　　　　　　　　　　)
○表（または，付箋紙）に記入した後，話し合う。　　　　　　　　　（20分）
○グループで話し合ったことを紹介し，意見交換をする。　　　　（10分）
	○「困ったこと」「どうしてそうなったのか」を付箋紙に書き出し合う。

※付箋紙の色を項目ごとに変える。

※付箋紙には，１枚に１つ考えたことを書くことを伝える。

○「どうしたら良いか」，対応を別な色の付箋紙に書き，出し合いながら話し合う。
○困った時にどのような対応をしているか，どのような対応ができると良いかなど，話し合ったことを紹介する。
	

	：
（10分）
	＜さらに考えましょう＞

○当てはまる項目に○を付け，意見交

換する。
	○チェックリストを説明し，自分の対応方法
をチェックして振り返る。

※時間がなければ，後で各自でやってもらう。
	

	：
（10分）
	＜学習を振り返りましょう＞
○ワークシートに記入する。
○ファシリテーターの話
	
	

	：
（５分）
	○終了・片付け
○アンケート記入
	→参加者全員で行う。
→アンケート記入者から流れ解散
	・現状復帰

	〈メモ〉


教材番号　　10





買って買って！！　～さあ困った！あなたなら～
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